























れる資料が伝わり、新旧の山史 これを根本史料と位置付けてきた。内容的には史実と認め難いところがあるが、一般に寺院 縁起（由緒書）とはどのようなものであるかを知りうる好個 例いえるので、そ 全容を示すことにより、上記の目的を果たすつ
もりである。ただし今回は、史料としての学術的要素、すなわち書誌データと原文（漢文）とをば掲げず、訓読文と現代語訳とを提示する。したがって、本誌の執筆ジャンルのうち、 「資料紹介」を名乗るわけにはゆかないので、内容のそぐわぬことは不本意ながら、 「研究ノ ト」として提出した。　
なお、断るまでもないが念のため一言しておくと、小稿を以て

























れた。そこで寛朝は独り都に戻り、この旨 帝に奏上 たところ、帝はたいへんに喜び、 伽藍 建立して寺号を 「神護新勝寺」 賜ったという。　
また、後に浄土宗の高僧として知られるようになる道誉が、若




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に全く従わず、 かえって のように考えた。 『我








































































































































Reading “Genroku no Ooengi”
(the major history authorized in the Genroku period) 
regarding the Naritasan - Shinshoji Temple
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